
女性のリーダーシップやジェンダー平等・多様性の視点、

災害や防災・ファシリテートの基礎知識を学びます。

そして、防災まち歩き、避難所開設、

東北被災地視察（2泊 3日）などを行います。

私たちが大事にしていきたいのは “仲間同士の対話” です。

ひとりひとりがそれぞれのフィールドで

リーダーシップを発揮していくために

仲間とともに動き出しませんか。

本事業は休眠預金を活用した民間公益活動として、助成金を活用しています。

休眠預金活用事業「女性のエンパワメントで高める地域の防災力リーダー育成事業助成プログラム」

実行団体:一般財団法人大阪市男女共同参画のまち創生協会　指定活用団体:一般財団法人日本民間公益活動連携機構(JANPIA) 資金分配団体:公益財団法人地域創造基金さなぶり

このプログラムに参加すると・・・ 修了後のアクションをサポート

地域防災女性ファシリテーター養成講座2023

プログラム

オープニングプログラム 講師
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主催 :

協力 :大阪市（申請中）

学び

実践対話

つながり

ジェンダー・多様性の視点
災害・防災の基本知識

修了者コミュニティ
地域のつながり
活動のサポート

防災まち歩き
避難所開設
東北被災地視察

地域のステークホルダー
東北女性リーダー
ロールモデルとの交流

■防災・減災、ジェンダーの知識の習得

■リーダーシップやファシリテート力の養成

■防災まち歩き・避難所開設などの演習

■地域のステークホルダーとの対話

■東北被災地視察への参加

■アクションプランの作成・実践

■地域防災女性ファシリテーターとして認定

■地域での実践・活動の広がり

■修了者コミュニティでのつながり

■修了者研修会でのスキルアップ

■クレオ大阪などでの活動の場の提供

■東北女性リーダーとのつながり・交流

■次年度講座でのチューターとしての登用

災害・防災活動及びファシリテーションに関する基礎知識に加えて、対話を大切にしながら体験していただく

ワークショップ形式のプログラムを中心に構成しました。

専門的な知見や多くの経験を有する講師、実践活動を行う女性チューターなど多彩な講師陣で

あなたのアクションプランづくりを寄り添いながら進めます。

大学卒業後、（特活）CODE海外災害援助市民センターにて海外の被災地での復興支援（アフガニスタン、イラン、スリランカ等）
にあたる。2005 年イギリス・ノーザンブリア大学災害と持続可能な開発コース理学修士課程を終了後、国際連合地域開発センター
（UNCRD) 防災計画兵庫事務所で研究員として勤める。2013 年、関西学院大学総合政策研究科博士課程終了。2012 年よりひょうご
震災記念 21 世紀研究機構・人と防災未来センター主任研究員を経て関西学院大学災害復興制度研究所主任研究員・准教授を務めた。

人と防災未来センター リサーチフェロー

斉藤 容子さん

前 (公財 )せんだい男女共同参画財団 理事長

木須 八重子さん

仙台市役所職員として、生涯学習、男女共同参画、総合計画、市民協働、環境などを担当。市役所で二人目の女性区長として宮城野
区に勤務。東日本大震災発生時、宮城野区災害対策本部長として、被災者の初動時対応から、仮設住宅移転、集団移転に向けたコミュ
ニティ形成などに取り組む。市役所退職後、2020 年まで、財団理事長を務め、防災と女性をテーマに財団運営を指導する。現在は、
女性人財育成をライフワークとしている。

国際コーチング連盟プロフェッショナル認定コーチ




